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資料：内閣府「食育に関する意識調査」（平成27年10月）
0 20 40 60（%）

■総数（n＝302）

総数（n＝855）

（複数回答）

友人や知人からの呼びかけ、
誘いがあること 50.0

食事会等が参加しやすい
場所で開催されること 49.0

食事会等が参加しやすい
時間で開催されること 46.0

時間的なゆとりがあること 39.1

地域や所属コミュニティからの
呼びかけ、誘いがあること32.5

安価で参加できること32.5

郷土料理や行事食などを
取り入れていること22.8

食事内容が充実していること18.2

経済的なゆとりがあること7.0

その他1.7

わからない1.3

0 20 40 60 80 100（%）

■総数（n＝552）

（複数回答）

コミュニケーションを図ることができた 86.8

楽しく食べることができた 76.8

地域の状況を知ることができた38.2

食の知識や興味を増やすことができた24.8

栄養バランスの良い食事を食べることができた16.3

調理や配膳、買い物など、
食事作りに参加することができた15.0

安全・安心な食事を食べることができた13.6

食文化を学ぶことができた13.0

ゆっくりよく噛んで食べることができた12.7

食事の作法を身に付けることができた7.2

規則正しい時間に食べることができた5.8

その他0.4

わからない0

64.6%
参加した

35.3% 0.1%

参加していない 無回答

地域等での共食に参加した感想 地域等での共食に参加する条件
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●地域等での共食経験

世帯構造や社会環境の変化、生活スタイルの多様化に伴い、単独世帯やひとり親世帯が増え、
また高齢者の孤食や貧困の状況にある子供に対する支援が重要な課題になるなど、
個人や家庭だけでは健全な食生活を実践するのが難しい一面が出てきています。
こうした状況を踏まえ、コミュニケーションや豊かな食体験にもつながる
共食などを通じた食育を推進していきます。

多様な暮らしに対応した食育の推進

食でつながる人々の環
わ

共食から、始まる・深まる地域連携
共食は人々に楽しさをもたらしています

食を通じて、地域の環
わ

を育んでいきましょう
共食は、健全で充実した食生活を実現させるきっかけになります。また地域では、新たなコミュニティーや交流
の機会を生み出し、密な地域連携を図れるかもしれません。さらに、住民同士で食事をとるコミュニケーション
豊かな食体験は、地域の活性化にもつながるかもしれません。共食の場に興味を持ちながらも参加できていない
という人はまだ多くいます。そんな人々の多くが気軽に参加できる取組を進めてみませんか。

地域等で共食経験がない人の半数から、友人からの誘いがあれば参加したいと
いう声もありました。

地域等で共食経験がある人は6割以上に上ります。その多くが、コミュニケー
ションを図れたことや楽しかったことに共食の良さを感じています。

重点課題 2

食育を推進していきたいあなたに

幅広い世代が集う共食の場は
豊かな食体験の場にも
高齢者や若い世代の一人暮らし、ひとり親世帯など、地域にいる様々
な人が集える共食の場を、地域や企業、ボランティア団体などが連携
してつくってみてはどうでしょうか。幅広い世代が集まることで、子
供に食の知識を伝えるなど、ただ食べることとは違った豊かな食体
験が期待できるかもしれません。またそのような機会は、地域内の
人々の絆を深める一つのきっかけにもなります。

作って、食べて、伝え合う、
共食の楽しさ
一人で食べざるを得ない人や、貧困の状況にある子供が増えている
中、定期的に安価で栄養バランスに配慮した食事を提供する「子供食
堂」などが増えつつあります。中には、食事を食べるだけでなく、みん
なで一緒に料理をしたり、手伝いを通じて調理体験ができるところ
もあります。このような体験が、子供にとって貴重な食育活動になる
でしょう。

こんな取組があります

もっと詳しく
知りたい 食育ガイド「みんなで食べたらおいしいね」（内閣府）

自然・文化・社会経済

地域とのつながり
（生活の場での交流や食の情報）

国・地方公共団体 ボランティア等による食育の場

健全な食生活の実践

健康寿命の延伸

生涯にわたって、
健全な心身を培い、
豊かな人間性を育む

生涯にわたる
食の営み

し ょ う が い

次世代へ
伝える

乳幼児期

学童・思春期

成人期

青年期 高齢期
こう れい

妊娠（胎児）期
にんしん た い じ

健全な食生活

食　事

生産から食卓まで
（食べ物の循環）

じゅんかん

外国市場

家 庭

（廃棄・保存・再利用）
はいき

食料品店

台 所

市場・食品加工場

保育所・学校・職場

飲食店等

農場・漁場・畜産場
ちくさん

特に意識したい実践の環
わ

都内の子供食堂が連携して設立されたのが「こども食堂ネットワーク」です。運
営ノウハウや課題の解決策の共有、食材の相互提供などを行っています。子供食
堂を開きたいと考えている人に、先輩食堂が食堂の運営方法を伝える「こども食
堂の作り方講座」や、手伝いたい人、仲間を増やしたい人のネットワークづくり
のための「こども食堂サミット」なども開催しています。

子供食堂が連携して活動を拡大

ホームページ http://kodomoshokudou-network.com/




